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育種事業課題名：あずき新品種候補「十育154号」

担当研究室：十勝農業試験場 作物研究部 小豆菜豆科
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キ－ワ－ド：アズキ、大納言、規格内子実重、落葉病抵抗性、茎疫病抵抗性

１．特性一覧表

系統名：あずき「十育154号」 組合せ：十系701号／十系697号

特性 長所 1.落葉病､茎疫病(レース1、3)､萎凋病抵抗性である。

2.加工適性が「アカネダイナゴン」「ほくと大納言」と同等以上である。

3.百粒重が「アカネダイナゴン」より10%以上重く、普及見込み地帯における大納言規格内歩留

まりが高い。

短所 1.子実重が「アカネダイナゴン」よりやや劣る。

採用県と普及見込み面積：北海道 500ha

調査場所

栽培地帯区分
２） （Ⅱ-1）

調査年次

十育 ｱｶﾈ ほくと 十育 ｱｶﾈ 十育 ｱｶﾈ ほくと とよみ 十育 ｱｶﾈ

系統・品種名 154号 ﾀﾞｲﾅｺﾞﾝ 大納言 154号 ﾀﾞｲﾅｺﾞﾝ 154号 ﾀﾞｲﾅｺﾞﾝ 大納言 大納言 154号 ﾀﾞｲﾅｺﾞﾝ

(対照) (対照) (対照) (対照) (対照) (比較) (対照)

早晩性 中の晩 中の晩 中の晩

開花期　　(月日) 7.307.287.307.227.217.287.287.287.287.307.30

成熟期　　(月日) 9.249.239.219.059.059.119.129.109.099.149.14

倒伏程度(成熟期)
３） 4.0 4.0 3.7 2.6 2.5 1.7 2.1 1.5 1.3 1.5 1.6

94 89 89 73 70 64 64 59 52 62 62

主茎節数　　(節) 15.214.812.814.414.114.414.111.910.612.913.2

分枝数　　(本/株) 4.9 5.7 5.5 4.7 5.4 3.2 4.6 4.6 4.5

莢数　　　(莢/株) 46 63 45 46 62 43 60 40 41 41 50

一莢内粒数 4.654.244.49

626 614 662 490 494 530 581 562 568

324 357 338 270 291 279 306 269 298 286 283

91 100 95 93 100 91 100 88 97 101 100

大納言小豆規格内
4)

子実重    (kg/10a) 316 328 335 237 187 262 248 258 290 254 213

同上比     (%) 96 100 102 127 100 106 100 104 117 119 100

百粒重     (g) 20.818.222.717.115.218.316.419.822.117.615.7

品質（検査等級） 3下 3下 3下 4上 4中 3下 4中 4上 3中 3下 4上

子実の形状 円筒 烏帽子 円筒

子実の大きさ 大 大の小 極大

種皮の地色(種皮色) 赤 濃赤 淡赤

種皮歩合 低 低 低

落葉病 強 弱 弱

抵 茎疫病 かなり強 弱 弱

抗 萎凋病 強 弱 弱

性 低温 中 中 やや弱      4. 大納言小豆規格：粒度5.5mm以上。

倒伏 中 中 中

平成17～19年

子実重　 (kg/10a)

子実重対比　(%)

平成16～19年 平成17～19年

項目

主茎長　　　(cm)

総　重　 (kg/10a)

（Ⅱ-2） Ⅲ

平成16年～19年 平成16年～19年 平成16年～19年 平成17年～19年

平成17～19年

 注）1．普及見込み地帯(Ⅱ-2、Ⅲ、Ⅳ）での試験成績、のべ
　　　　21カ所。

     3．倒伏程度　0：無、0.5：微、1：少、2：中、3：多、
　　　　4：甚。

     2．道産豆類地帯別栽培指針(H6 北海道農政部)による小
　　　　豆栽培地帯区分。

育成地(十勝農試) 上川農試 中央農試・道南農試 現地試験
1)

普及見込み地帯の産物を用いた製品試作試験の概評一覧

年産 産地 製品名 色沢 光沢 香り 舌 味 皮の 風味 総合 比較

(平成) 触り 硬さ 対象
熊本Ａ社 18年 栗山 つぶアン △ □ □ □ □ □ ○ － 自社使用ほくと大納言

19年 厚沢部 つぶアン ○ □ ○ ○ ○ □ ○ ○ アカネダイナゴン

□ □ △ ○ △ ○ △ ○ ほくと大納言

東京Ｂ社 17年 中央農試 甘納豆 □ □ ○ □ □ □ ○ ○ アカネダイナゴン

18年 栗山 甘納豆 □ □ ○ □ □ □ ○ ○ アカネダイナゴン

19年 厚沢部 甘納豆 □ □ □ □ □ □ □ □ アカネダイナゴン

平成18年産による熊本A社の試験では煮えムラ等問題があるものの風味に優れたため総合評価は保留となった。

業者名

(同上「ほくと大納言」比評価)

道立農試、現地試験での雨害粒率と種皮色の比較（平成17～19年産）

雨害粒発生

雨害粒率(%)L* a* b* L* a* b*

十育154号 5.3 40.559.703.7940.389.933.89

ほくと大納言 29.440.258.173.6640.408.963.87

有(延べ5箇所) 無(延べ5箇所) 注)種皮色はﾐﾉﾙﾀ CI1040i
により測定。測定値L*、b*
が同程度の場合、測定値a*

が小さいとくすんだ色にな
り、濃いと認識される。



２．あずき「十育154号」の特記すべき特徴

「十育154号」は、落葉病・茎疫病（レース1・3）・萎凋病に対して抵抗性で、「アカネダイナゴン」より

百粒重が10％程度重く、「ほくと大納言」よりやや軽い大粒の大納言小豆系統である。大納言規格内子実重

が「アカネダイナゴン」より優り、加工業者からは風味が優れると高く評価されている。

３．北海道で優良品種に採用しようとする理由

北海道での大納言小豆の栽培面積は小豆作付面積の約１割を占め、主な栽培品種は「アカネダイナゴン」

（昭和49年育成）、極大粒品種「ほくと大納言」（平成8年育成）、極大粒、落葉病・萎凋病抵抗性品種「と

よみ大納言」（平成13年育成）の３品種である。

大納言小豆の主な栽培地帯である道央、道南では、登熟期間の気温が高いため、大納言としては粒が小さ

い「アカネダイナゴン」では、子実が小粒化して大納言小豆規格(5.5mm篩上)の歩留まりが著しく低くなる場

合がしばしばある。一方、極大粒の「ほくと大納言」は、収穫前の降雨により種皮色が濃くなる濃赤粒(雨害

粒)が多発する場合がしばしばあり、栽培面積は減少している(大納言小豆栽培面積の約7%（H18))。同じく極

大粒の「とよみ大納言」は、雨害粒発生の欠点が改良されており、落葉病抵抗性も有するため、これら２品

種に換わって普及が進み、大納言小豆栽培面積の約47％（H18）を占める。しかし一方で「とよみ大納言」は

“「アカネダイナゴン」「ほくと大納言」より風味が劣るため代替品として使用できない”とする加工業者

があり、主に小袋詰めの一般消費者向け販売に向けられている。そのため、加工上「アカネダイナゴン」

「ほくと大納言」と置き換えられ、かつ大納言小豆規格内歩留まりが高い新品種が要望されている。

「十育154号」は、落葉病・茎疫病に抵抗性を持ち、大納言小豆規格内子実重が「アカネダイナゴン」と同

等以上である。また、「ほくと大納言」より雨害粒の発生が少なく、加工業者による製品試作試験では、風

味が優れ両品種に換えて使用できると評価されている。一方、「とよみ大納言」に比べると、粒大が小さく

大納言小豆規格内子実重がかなり少なく、小袋詰め販売を主用途とする同品種に置き換わるものではない。

以上より、「十育154号」を、道北、道央、道南の大納言品種栽培地帯において、「ほくと大納言」の全て、

及び、茎疫病の発生または小粒化による大納言小豆規格内歩留りの低下が問題になっている地域の「アカネ

ダイナゴン」に置き換えて普及することにより、大粒、良質な北海道産大納言小豆の安定供給が可能となる。

４．普及見込み地帯

北海道の道北、道

央、道南の大納言品

種栽培地帯（右図網

掛け部）。

５．栽培上の注意

１）落葉病、茎疫

病(レース1・3)、萎

凋病に抵抗性を持つ

が、栽培に当たって

は適正な輪作を守

る。
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